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PayPay決済 

始めました！ クリーム・ド・クオーレでは、以前から現金以外での

支払いができるかの問い合わせが多くありました。特に

三島という立地上、観光客からの問い合わせが多く、中

には外国の人からの問い合わせもありました。 

今までは現金のみの対応だったため、それを伝えると

「使えないならいいです」と帰ってしまうお客さんもい

ました。こういった時代の流れに対応するべく、いよい

よクオーレでも PayPay決済を開始しました。 

始めてから早速 PayPay 決済を利用するお客さんも

いました。店頭での利用だけでなく、イベント等の出店

時にも利用が可能になるため、今後さらなる売り上げ増

加が見込まれます。 

まだまだ始まったばかりで職員も慣れていませんが、

今まで以上に売り上げが上がることを期待しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーポ狩野 

6/27(木)、富士市の就労継続支援Ｂ型事業所『はじめの一歩』の皆

様が来所されました。午前は『なかせ』でピアスタッフの話を聞き、

昼食は『花のん』のお弁当（牛丼・浅漬け付き）でした。 

午後は『かのん』の説明を聞いてから各作業を見学していただきま

した。その際、やすらぎのドリンクを懸けた≪第１回お弁当３連単

≫を開催しましたが、残念ながら的中者はゼロ。それでも、皆さん 

楽しみながら予想して下さいました。      （渡邉 修宏） 

 

7/27（土）に沼津の夏祭りがあり、コ―ポでは花火観賞会をピッ

ト 28の屋上にて実施しました。観賞会の前には、スイカと飲み物を

ご用意。なかなか「スイカ」を食べる機会がない利用者の皆さんに

とっては、夏を感じられる味として楽しんで頂けたようです。屋上

からでは花火は部分的に見えないこともありましたが、夜風に当た

り遠くであがっている花火を眺め、猛暑の中でも風情を感じられた

時間になったと思います。          （笹原 菜穂子） 

 

 

 

 まごころでは 7 月の職員会議時に食中毒防止と汚染

物処理の研修を行いました。6月に三島市内で行われた

食中毒防止の研修に参加した職員による報告と、嘔吐

などによる汚染物の処理の方法を、実演を交えながら

職員で確認しました。食品を扱う事業所職員として改

めて確認し、今後気を付けていきたいと思います。 

（ 上柳 光 ） 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟまごころ 

かのん 

7/12(金)、伊豆中央警察署のご協力を得て「交

通安全教室」を開催しました。自転車のルールや

正しいシートベルトの着用方法について間違い

探しや実験映像を見ながら、楽しく学ぶことが出

来ました。講座終了後も、交通安全指導員や警察

官に質問をするなど利用者・職員共に、交通安全

に対する意識を高める良い機会となりました。 

         （ 武井 紗知 ） 

ゆめワーク 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三島市では、毎年市内地域包括支援センターと相談支援事業所による連絡会を開催し

ています。今年度も第 1回目が 6/27(木)に開催されました。 

介護分野から『地域包括ケアシステム』『地域ケア会議』について、障がい分野から『地

域自立支援協議会』『精神障がいにも対応した地域包括ケアアシステム』について講義

があり、その後両分野から提供した事例を基に、グループワークで話し合いました。   

介護分野から、8050 世帯で親に関わっている事例の提供、障がいからは介護へ移行す

る事例の提供があり、各グループとも活発な意見交換ができたと思います。 

グループの中でも『支援者同士の顔のつながり』が大切！と皆で共感でき、今後に繋ぐ

ことのできる有意義な連絡会になりました。          （ 伊藤 田恵子 ） 

ほっと 

りりぶ 

ひまり 

7/23(火)、グループホーム連絡会の研修に参加しました。

「各グループホームが今困っていること」「土日休日の過ご

し方、余暇時間の過ごし方」「利用者への食事提供の工夫や

特徴について各施設での取り組み」「スタッフの教育・利用

者とスタッフ間の対応問題」の４つのテーマに分かれ話し

合いました。連絡会では知った顔に会え、情報交換できる

ため自分にとってもありがたい機会になっています。今後

は、現場のスタッフや利用者さんに還元できるよう取り組

みたいと思いました。         （ 望月 典子 ） 

   

7/16(火)、ピアスタッフと共に国際医療福祉大学小田原保健医療学部へ行ってきました。看護師を目

指す学生の皆さんを前に話をする機会をいただくことは、様々な観点で自分たちの業務を振り返ること

になります。自分たちの普段の仕事について、何を考えどのような目的・思いを持って取り組んでいる

かを初めて会う人たちに説明することは、表現方法や伝え方など考えながら話をすることとなり非常に

意義深いものであると感じます。また、人生の中で職業選択の局面は数多ある業種から専門職を選ぶ理

由・きっかけが何かしらあって今に至るものであると実感し、その意識の再確認と共に専門職としての

自覚と覚悟を持つ機会にもなります。                     （ 鈴木 伸二 ） 

 

 

👦「相談員がいつも何してるのか知りたい！」というお声をいただきましたので、りりぶ相談員の仕事内容を

紹介します🌻 相談支援事業所には、障害がある方やそのご家族👪、知人の方や市役所などからご相談があり

ます。その方の状況に併せ、電話☎での相談を重ねたり、定期的に面談したりします。 

✎障害年金等申請の手続きをお手伝いしたり、A型・B型で働くことやグループホーム🏠などの障害福祉サー

ビスの利用を考えている方には、事業所の紹介や一緒に見学に行くことも🐾 

必要なときは精神科のかかりつけや、市役所とも連絡を取っていきます。支援内容の一部ですが少しでもイメ

ージにつながれば嬉しいですご感想お待ちしています🐬               （ 石田 由貴 ） 

なかせ 



社会復帰事業部施設ＭＡＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連日の猛暑に焦げ付きそうな中、各事業所とも交流を活発にされているようです。交流と言えばパ

リオリンピックも始まりました。世界中の国がスポーツを通して相互理解を深める本来のオリンピ

ック精神に立ち返り、聖火が燃えている間は戦火は消してくれることを祈ります。 

ふくむすび編集部 

 


